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6商工費 

 

1 商工費 1 商工総務費 

[担当：商工観光課] P.260 

2101 ネットワークフェア開催に要する経費 172,938円（183,475円） 

[一財 172,938円] 

○ 目的 

 市をはじめ公共機関や、各分野の団体・市民らが協力し、日頃の活動・事業紹介やＰＲ

などを交えたイベントを開催し、市民の交流促進と各種事業等の啓発を図る。 

○ 内容 

 「ネットワークフェア2006」と題し、藤代スポーツセンターをメーン会場、小貝川生き

生きクラブ、県南総合防災センターをサブ会場として、秋の収穫祭、生ごみ堆肥化事業、

大好きいばらき県民運動等のコーナーを設置し、産業・福祉・生涯学習等の40団体の参加

により、11月18日に開催した。来場者数約6,000人。 

○ 効果 

 多くの来場者と、各分野の団体の出展により、新たなネットワークが形成され、市民や

団体の交流が図られた。 

 

1 商工費  2 商工振興費 

[担当：商工観光課] P.260 

2001 商工業振興助成に要する経費 26,442,130円（23,096,481円） 

[国･県 250,000円 その他 1,247,500円 一財24,944,630円] 

＊ 特財内訳 

[使用料：駐車場使用料 1,247,500円] 

[県補：商店街活動支援事業補助金 250,000円] 

○ 目的 

 市商工会や市内商店街への助成等を行うことにより、市の商工業の発展に寄与する。 

○ 内容 

（1）市営駐車場用地借上料 1,254,483円 

 茨城県厚生農業協同組合連合会より（東1丁目地先取手協同病院跡地） 

42台×2,500円×12ｹ月 

（2）商店街活性化事業補助金 2,800,000円 

 補助率：事業費の1/2・限度額200,000円 

 14団体（市内12商店会・東西口イルミネーション） 

（3）商店街ガイドマップ作成事業補助金  750,000円 

 市内の地図を基本とした商店街ガイドマップ（市町村合併号）を作成し、商業の情

報提供及びイベントや史跡めぐりを掲載した。 

 

予算内訳 商店街ガイドマップ作成実行委員会に対する助成 750,000円 

仕  様 Ａ４版28ページ（クーポン券・スタンプラリーの導入） 

配布部数 市内全戸配布  50,000部作成  
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（4）商業用電源設備設置工事  829,500円 

取手駅西口イルミネーション（発光ダイオード）の設置延長のための電源設備工事を

実施した。（市道0106号線（はなの木通り）歩道に引き込み盤3箇所設置） 

（5）商工会事業補助金  18,748,000円 

取手市商工会職員の人件費 

（取手市商工会11,000,000円・取手市藤代商工会7,748,000円） 

（6）とりで産業まつり補助金（第25回） 2,000,000円 

期 日 平成18年11月11日(土)12日(日) 

場 所 取手利根川緑地運動公園 

参加者 13,000人 

○ 効果 

 助成等を行うことにより、商工会事業の安定化や商工業の活性化を図れた。特に、商店

街ガイドマップ作成事業では、市内を散策する買い物客の誘導増加を期待しコミュニテイ

バスの情報も盛り込み市民への周知を図ることができた。 

 

[担当：商工観光課] P.262 

2101 中小企業事業資金融資あっ旋事業に要する経費 98,221,709円（83,970,971円） 

[その他 29,337,108円 一財 68,848,601円] 

＊ 特財内訳 

[諸収入：自治金融資金貸付金元利収入  29,006,640円] 

[諸収入：中小企業事業資金融資あっ旋保証料補助金返戻金  336,468円] 

[諸収入：県信用保証協会事務取扱交付金  30,000円] 

○ 目的 

  市内の中小企業者に対する事業資金の保証を強力にあっ旋し、市内中小企業者の金融の

円滑化を図ることにより、企業の安定と繁栄に寄与する。 

○ 内容 

（1）取手市中小企業事業資金融資斡旋制度 

  茨城県信用保証協会の基本財産への出捐を行うとともに、市内金融機関に1年間の預託

を行い融資実行利率を低利に抑え、制度の基盤を強固なものにした。また、制度利用者に

対し、保証料を補助することにより制度利用者の軽減を図った。 

（2）取手市中小企業事業資金利子補給制度 

 旧藤代町においての市町村金融制度であり、市町村合併以前の自治金融制度利用者につ

いては、事業資金の借入利子について、全額を助成することにより中小企業安定対策の  

促進を図った。 

① 制度の内容 

区 分            自 治 金 融                    振 興 金 融 

設 備 1, 000万円 返済  7年 設 備 2, 000万円 返済  7年 
内  容 

運 転   500万円 返済  5年 運 転 2, 000万円 返済  5年 

保証料                          年0.50%～2.20％ 
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② 保証料補助の内訳 

制 度 金 額 備 考 

自治金融 34,000,000円 新規333 件・過年度416件 

振興金融 30,000,000円 新規115 件・過年度  51件 

計 64,000,000円 
自治金融・振興金融保証債務残高 

  4,070,451,000円（1,376件） 

③ その他（本制度に伴う経費） 

  制 度 金 額 備  考 

自治金融預託金 29,000,000円 
市内金融機関8行14支店に預託 

（平成18年10月12日～平成19年10月12日） 

 保証協会出えん金     600,000円 茨城県信用保証協会に出捐 

 損失補償寄託金 400,000円 茨城県信用保証協会に寄託 

④ 自治金融制度利子補給補助金（旧藤代町分）   
制  度 金 額   備  考 

自治金融制度利子補給補助金 4,180,749円 対象件数 223件・通信費 40,960円 
○ 効果 

  中小企業者が金融機関から事業資金の融資を受ける際、市が公的な保証人となることに

より、借入が容易になり、中小企業の融資が円滑に実行され、経営の安定化が図られた。 

 

1 商工費  4 働く婦人の家･勤労青少年ホーム管理費 

[担当：商工観光課] P.266 

2101 働く婦人の家・勤労青少年ホーム活動に要する経費 328,320円（124,900円） 
[一財 328,320円］ 

○ 目的  

働く婦人及び勤労青少年の福祉の促進と健全な育成を図る。 

○ 内容 

主催講座実績 

講  座  名 延 回 数 延 人 数 

簿記3級 18 248 

簿記2級 40 561 

しめ飾り 1 30 

○ 効果 

働く婦人及び勤労青少年に対する教養･趣味･レクリェーション･余暇等の活用のため便

宜を供与し、地域住民との交流を深め、また健全な育成と福祉の増進を図ることができた。 

 

1 商工費  5 消費生活対策費 

[担当：商工観光課] P.268 

2001  消費生活対策に要する経費 5,850,181円（6,065,475円） 

[その他 28,800円 一財 5,821,381円] 
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＊ 特財内訳 

[諸収入：雇用保険料本人負担分 28,800円] 

○ 目的 

  消費者の利益の擁護及び増進に関する対策の推進をはかり､市民の消費生活の安全を確

保する｡ 

○ 内容 

（1）消費生活相談業務  4,104,900円 

市民の消費生活上の苦情･相談の問題解決にあたり、消費者被害の救済及び消費者被害

の未然防止を図り消費者保護に努めた。 

業 務 日 月曜日～金曜日 

業務時間 午前9時～午後4時30分 

相談員数 2人 

相談件数 1,308件 (H17 1,395件) 

（2）消費生活展委託料  900,000円 

市民を対象として、消費者問題を多面的かつ具体的に取り上げる啓発事業で、参加者に

対する問題提起・啓発推進のイベントを開催した｡ 

開 催 日 平成18年11月25日(土)26日(日) 

場  所 ｶﾀｸﾗｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ 5F催事場 

来場者数 900人 

（3）フリーマーケット委託料  180,000円 

一般家庭で温存している不用品を、必要な人へ譲り合うことにより、資源の節約と消費

生活の合理化を図る｡ 

開 催 日 平成18年7月8日・10月9日・12月9日 

出店舗数 185店 

参加者数 3,000人 

（4）資源再利用事業委託料  180,000円 

限りある資源の再利用の一環として、自転車修理講習会を開催、資源の有効利用につい

ての啓発・指導に努めた｡ 

実施回数 年7回(5月～10月) 

延動員数 70名 

修理台数 115台 

○ 効果 

  消費生活に関する種々の情報を、広く一般消費者に提供することができた。また、消費

生活の知識の向上や、活動の啓発を図り、消費者の安全と保護に貢献できた。 

 

1 商工費 6 観光費 

[担当：商工観光課] P.270 

2001 観光事業に要する経費 24,347,220円（26,148,562円） 

[国･県 48,720円 一財 24,298,500円］ 

＊ 特財内訳 

[県委：観光客動態調査委託金 48,720円] 
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○ 目的 

本市の観光事業の振興を図るため、市観光協会の各事業に助成し、郷土愛の高揚に貢献

する。 

○ 内容 

（1）小堀古利根周辺の清掃管理委託料  360,000円 

（2）観光客動態調査委託料（調査対象：キリンビール取手工場）  48,720円  

（3）漫遊いばらき観光キャンペーン推進協議会負担金  621,000円 

（4）市観光協会補助金  23,300,000円 

①第29回子供天国 

期 日 平成18年4月29日（土） 

場 所 取手利根川緑地運動公園 

参加者 12,000人 

②第53回とりで利根川大花火 

期 日 平成18年8月14日（月） 

場 所 取手利根川緑地運動公園 

観客数 90,000人 

③第31回とりで利根川灯ろう流し 

期 日 平成18年8月26日（土） 

場 所 利根川湖畔 

参加者 2,000人 

④第40回とりで利根川たこあげ大会 

期 日 平成19年1月14日（土） 

場 所 取手利根川緑地運動公園 

参加者 6,000人 

⑤第37回とりで利根川どんどまつり 

期 日 平成19年1月14日（土） 

場 所 取手利根川緑地運動公園 

参加者 1,500人 

⑥第37回たこあげ大会どんどまつりフォトコンテスト 

期 日 平成19年2月15日から2月23日 

場 所 市役所1階ロビーに入賞作品展示 

応募数 99点 

⑦第4回桜ライトアップ事業 

期 日 
平成19年3月28日（水）～ 

平成19年4月10日（火） 

 場 所 老人福祉センターさくら荘 桜並木 

観客数 2,000人 

 ○ 効果 

  市観光協会主催の恒例の観光事業に対し、市民の理解が得られ、多くの参加をいただい

た。特に花火大会については、荒天で日程が順延されたにもかかわらず、大勢の観覧者で

賑わった。また、たこあげ大会、どんどまつりも例年にない参加者で盛況に実施すること

ができ、観光事業の育成に寄与した。 

 


